
認知症のこと　みんなで話しあってみませんか？
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「認知症介護家族のつどい」
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現在、町の人口における高齢者（65歳以上）の割合は31.７％です。
人口の４人に１人以上が高齢者となっており、

今後さらに高齢化が進行していくものと予想されます。

高齢化が進むにつれて認知症にかかる人の数も増加傾向にあります。
認知症患者は全国平均で高齢者の約15％といわれており、

美里町の高齢者数で換算すると約530人の人が認知症患者という結果になります。

しかし、
このデータは、あくまで全国平均から把握したものであり、

地域には認知症と疑われるかた、またその予備軍とされるかたが
潜在していると考えられます。

認知症は誰でもかかる可能性のある身近な病気です。
65歳未満の若い世代でも認知症（若年性認知症）になることがあります。

今後は、
認知症の人を単に支えるのではなく、

認知症があっても安心して暮らしていける地域づくりが
必要になると考えられます。

この機会に、認知症についてゆっくりと考えてみませんか？
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　認知症のさまざまな症状からの行動に困惑したり、
対応の仕方に悩んでいることはありませんか？
　「認知症介護家族のつどい」は認知症のかたを身
近で支えている家族同士で気軽に話しあったり、
思いに共感するなど、耳を傾け合う場です。ひと
りで悩まずに、ここであなたの思いを話してみま
せんか。
　認知症について興味があるかたの参加も可能です
ので、お気軽にお越しください。

【開催日】９月26日㈭
【時　間】午後１時30分～３時
【場　所】保健センター
【対象者】
　・認知症のかたを在宅で介護している家族
（本人も参加可能）

　・認知症について興味があるかた
【申込期限】９月20日㈮
【申込先】地域包括支援センター　☎76-1325

特集 認知症について考える


